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①アンケート調査の概要①アンケート調査の概要

実施方法：

実施時期：

調査票配布数：

有効回答数：

有効回答率：

郵送留め置き法

２００４年８月～９月

１,６６３
６２０

３７.３％

00

（2000年度）

１,３３８

３５３

２６.４％
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②回答法人プロフィール
　　～売上高規模別の構成

00

年間売上高

０円

～１,０００万円

１,０００～３,０００万円

３,０００～５,０００万円

５,０００～７,０００万円

７,０００万円～１億円

１～３億円

３～５億円

５～１０億円

１０億円以上

単位：％

平均売上高

2000年度調査

4.2

2.8

7.9

13.3

14.2

10.5

27.8

9.1

6.8

3.4

n＝15

n＝10

n＝28

n＝47

n＝50

n＝37

n＝98

n＝32

n＝24

n＝12

N＝353

２億６,３７３万円

2004年度調査

0.5

2.3

9.4

13.7

11.0

12.3

28.4

9.4

6.6

4.4

n＝3

n＝14

n＝58

n＝85

n＝68

n＝76

n＝176

n＝58

n＝41

n＝27

N＝606

２億３,２８１万円

●　平均売上高、規模別構成とも前回と大きな差がない＝農業法人の実態を反映
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2001
農地法改正

（農業生産法人制度の要件緩和）

1992
農林水産省、農業経営の

法人化を推進
（いわゆる「新政策」＝新しい食料・農
業・農村政策の基本方向）

一戸一法人（雇用なし）

一戸一法人（雇用あり）

数戸の共同経営

集落単位の法人

社

棒グラフ（左軸）：回答法人の設立年度（形態別・n=597）
線グラフ（右軸）：農業生産法人数の推移（農水省調べ）

Data

1988
牛肉・オレンジの輸入自由化
（以降、農業の国際化が本格化）

1993
農地法改正

（農業生産法人制度の要件緩和）

1996
全国農業法人協会（社団法人日
本農業法人協会の前身）設立

2004
米改革・基本計画の

見直し
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2,740
3,179

1995
食管法廃止・新食糧法の施行

　　（稲作経営でも市場原理が進行）

3,816
4,150

5,889

7,383 社

②回答法人プロフィール
　　～設立年度

00

1999
社団法人

日本農業法人協会設立
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●　回答企業の５%強が株式会社
●　約３割の法人で世代交代がみられる。・・・・後継者育成、事業承継などは今後の課題　　

②回答法人プロフィール
　　～会社形態・経営者代数　

00

その他
1.0％

株式会社　5.3％

無回答　0.6％

農事組合法人
21.0％

有限会社

72.1％

４代目以上　4.5％
無回答　0.6％

３代　
3.9％

２代目
19.2％

初代会社形態

n=６２０

経営者は何代目

n=６２０

71.6％
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6.5

49.6

36.8

4.0 3.1

4.7

58.2

31.9

3.4 1.8

●雇用型の経営が主流を占める・・・・常勤パートを含むと平均20人前後の雇用者
　　　（雇用者の位置づけの明確化、あるいは労務、福利厚生などの体制整備が必要)
●2004年度は2000年度に比し、「一戸一法人（雇用あり）」が増加、「数戸の共同経営」の占める割合が減
少。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

②回答法人プロフィール
　　～参加形態　

00

参加形態（％）

１戸１法人

（雇用あり）
数戸の

共同経営

集落単位の
法人

内側：2000年度（n=353）
外側：2004年度（n=620）

１戸１法人
（雇用なし）

無回答

１戸１法人（雇用なし）

１戸１法人（雇用あり）

数戸の共同経営

集落単位の法人

： 5.2人 （8.2人）

：　10.2人 （17.6人）

：　12.3人 （21.7人）

：　17.5人 （23.1人）

●〔2004年度〕 従業員数平均

　※役員＋正社員　（常勤パート込み）

N=620
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１１ 農業法人にも動脈硬化の影

企業年齢：５～９歳 企業年齢：10～14歳 企業年齢：15年以上

２３０％

１２１％ １０４％

％

全体平均
＝156％
▼

n=129 n=110 n=94

１億3,379万円 １億5,032万円 2億5,415万円昨年度売上・平均

１.３代目 １.３代目 ２.２代目社長の代・平均

７４％ ５５％ ４７％農外職業経験率

●企業年齢が高まると成長率は鈍化 　（新しい発想･経営感覚が求められている）

企業年齢と成長率（過去５年）の関係　　※「グループ企業あり」を除くData
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300
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●高い伸長率の理由（仮説）

　　※数字は「農外経験なし」との比較

　

①農業経営に対する想いの強さ

②販路開拓に長ける
直販率　　　　　　 ＋８．６％

生活者直販率　　＋６．１％

③現実的な経営感覚
販路開拓が最重要課題 ＋６．１％　

資金調達が最重要課題　 ＋５．２％

コスト削減が最大目標　 ＋５．５％

JAと提携したい　　 ＋５．３％

農外職業経験者　 6１％・・・伸長率が高い

農家タイプ別の売上伸び率（過去5年間）

50

200

経営に活きる農外職業経験経営に活きる農外職業経験22

Data

0

100

150

250

133％

農外経験なし 農外経験あり

全体平均
＝１６６．０％

▼

%

n=２０１

170％

n=２８３ n=５０

134％

農家出身 非農家出身農家出身非農家出身

ｎ=１３

181％

●Ｕターン農家（農家出身・農業経験あり）　＜Ⅰターン農家（非農家出身・農業経験あり）
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経営に活きる農外職業経験
　　～前職種と売上げ伸び率

●特に「食品製造業経験者」は、販路開拓、ユーザーのニーズの把握などにおいて経験を生
かしている。

22

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450

Ｎ=７０ 163％流通業

Ｎ=６６ 165％農協・農業関連企業

Ｎ=２４ 410％食品製造業

　N=３８ 123％食品を除く製造業

Ｎ=　６ 146％銀行・金融関連企業

Ｎ=２３ 167％建設業

Ｎ=１０１ 147％その他

％

前職種と売上げ伸び率Data

食品製造業出身者の経営は？
※（）は全体平均

●売上平均：２億9588万円

●４２％：１０社がグループ会社所有

グループ連結売上平均：105億円

●直販：９２％（７７％）

●消費者直販：８３％（６０％）

●業者直販：７１％（６２％）
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売上規模別の売上高と成長率

５年間で１.５６倍に成長した農業法人５年間で１.５６倍に成長した農業法人33

平均売上高　２億３,２８１万円（２０００年度： ２億６,３７３万円）

過去５年間の平均成長率　１５６％（２０００年度：１６６％）
　
Data

●回答者の平均売上規模、平均成長率は2000年度と比べてやや低い。

●2004年度は、2000年度と比べて１億円未満の法人の成長率が高く、
　　逆に１億円　以上の法人では全体的に低い。

売上規模

サンプル数 平均売上高 成長率（％）

～３,０００万円

３,000～５,000万円

５,000万円～１億円

１億円～３億円

３億円～５億円

５億円～

全　　　体

64

76

138

172

57

66

573

1,680万円

3,647万円

6,128万円

1億5,805万円

2億9,677万円

9億1,262万円

2億3,280万円

295.8

156.9

137.8

127.1

115.0

111.4

155.9

2000年度2004年度

40

47

87

98

32

36

340

1,523万円

3,937万円

6,731万円

1億6,506万円

3億7,611万円

14億7,609万円

2億6,373万円

157.0

161.9

116.9

211.1

139.1

173.0

166.0

サンプル数 平均売上高 成長率（％）
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多角化段階別の「売上高」（左軸）と「伸長率」（右軸）　※「グループ企業あり」を除く

多角化の進んだ農業法人ほど高成長多角化の進んだ農業法人ほど高成長

Data

44

生産

+販売

+観光

生産

+販売
+加工

生産

+販売
生産全体平均

※「グループ企業あ
り」を除く

+加工

生産

+販売

+観光

１億7,807万円

2億1051,万円

1億5,760万円
1億6,818万円

1億3,793万円

2億0,357万円

n=24n= 16n= 84n=144n= 114

億円 ％

成
長
率
（過
去
５
年
）

売
上
規
模

N= 439

154.7

0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

125.1
138.1

122.6

190.8

408.6
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多様化する事業構造

●　多角化の進展に伴い機能別の分社化の進展が見られる。なかには数社のグループ会社を
　　　持つ法人も存在し、事業構造が多様化していると考えられる。
●　グループ売上高の平均が14億円強になっていることもあり、これらの農業法人は連結ベ　　　
　　　ースで経営実態を把握することが必要である（今後の課題）。
●　経営構造の多様化に経営力が追いついていないケースもあるのではないか。

グループ会社の概要

55

有無 有 １３３社（21.5%） 延べ189社

グループ会社数

1社:61%、2社:25%、3社:11%事業内容

売上高

1社平均

生 産

販 売

加 工

観光･交流

飲 食

ｸﾞﾙｰﾌﾟ平均

1億円以上

1.48社

64社(48%)

97社(73%)

45社(34%)

15社(11%)

9社( ７%)

14億8,083万円

97社(73%)

Data
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多様化する販路（１）多様化する販路（１）66

品目別・販売先の割合（％）Data

JA（専門農協を含む） 市場 流通業者飲食・加工 消費者直販

農産加工品
6 2 23 7 62

’00

‘04 9 4 32 7 49

n=68

n=113

工芸作物
10 15 18 7 48

’00

‘04 27 22 13 8 31

n=20

n=31

きのこ
31 23 14 6 26

’00

‘04
34 17 23 4 23

n=33

n=46

花卉
19 38 20 1 23

’00

‘04 14 35 24 0 26

n=87

n=76

果物
22 11 25 1 41

’00

‘04 12 9 23 10 47
n=47

n=93

野菜
26 13 28 9 24’00

‘04
30 15 29 8 18

n=107

n=196

米麦・豆類
58 1 16 6 19

46 2 19 7 27

’00

‘04
n=132

n=235

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

消費者

JA

流通業者

飲食・加工

消費者

流通業者

JA

市場

流通業者

８P↑

4P↑

9P↑

6P↑

6P↑

9P↑

17P↑

7P↑

9P↑

※上段：2000年、下段：2004年

●　販路が多様化している。
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多様化する販路（２）多様化する販路（２）66

　　　　　品目別・販売先の割合（％）Data

JA（専門農協を含む） 市場 流通業者 飲食・加工 消費者直販

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

12 3 47 6 32

16 5 45 7 27

’00

‘04

生鮮肉

加工肉

卵

牛乳・
乳製品

37 0 26 7 30

65 3 6 4 22

’00

‘04

6 0 50 10 34

8 0 41 5 46

’00

‘04

24 16 35 7 17

22 21 30 6 21

’00

‘04

n=37

n=67

n=26

n=44

n=12

n=17

n=32

n=71

市場

消費者12P↑

JA28P↑

消費者4P↑

5P↑

JA4P↑

●　品目により、販売(出荷)先が、流通川上(JA・市場)比率が高まったものと、川下（業者・消費者）比率が
　　　　

　　　高まったものがある。

※上段：2000年、下段：2004年
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７７%の法人が直販を実施７７%の法人が直販を実施

●７７％（前回：78％）が直販を実施
生活者直販も６０％（前回：63％）が　

　　実施

77

生活者
のみ 生活者＆業者

業者
のみ

直販して
いない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

17.3% 43.7% 15.8% 23.1%

生活者直販　６１％

業者直販　６０％

直販実施　７７％

n=102 n=257 n=93 n=136

直販実施状況（全体） n=620(無回答：32)Data

※業者＝小売業・飲食業・製造業等

農外職業経験のある経営者による
直販実施率　n=378

Data

n=73  農協・農業関連企業

n=27 食品製造業

n=40  食品を除く製造業

n=80  流通業

n=7 銀行・金融関連企業

n=26 建設業

n=620  全体平均

％
0 20 40 60 80 100

64.4

56.2

66.7

85.2

57.5

35.0

58.8

63.8

42.9

57.1

73.1

57.7

59.0

57.9

生活者直販

業者直販



社団法人　日本農業法人協会 P.17

業者との取引が売上伸長に貢献業者との取引が売上伸長に貢献

●取引ロットが大きい業者直販が売上の伸長に寄与（収益面が課題か？）

●業者の質・量ともに安定的な取引先としての期待が大きい

●直販の顧客基盤が厳しい時代の経営の支え

●生活者直販は、小規模で手間が掛かるのでは？
　→「利益率」の視点からの分析が必要（今後の課題）

直販タイプｻﾝﾌﾟﾙ数 減少
（～100％）

100～150% 150～200% 200%以上 平均成長率

生活者&業者n=230 25 % 49 % 16 % 10 % 171%
（144%）

生活者のみn= 86 29 % 51 % 11 % 9 % 135%
（138％）

業者のみn= 79 30 % 37 % 15 % 18 % 170%
（112%）

88

直販タイプ別・伸長率（過去５年間）と平均売上　 n=261Data

平均売上規模

2億4,257万円

9,833万円

3億8,106万円
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販促　①業者向け
・・・雑誌記事（パブリシティ）、チラシ、HPが売上に直結99

［業者直販］販促タイプ別・伸長率（過去５年間）　 n=317Data

323.4

266.1

221.8

188.2

173.8

123.7

180.5

169.1

0 50 100 150 200 250 300 350

雑誌や情報誌などに会社や商品情報を掲載

チラシやパンフレットを配布している

ホームページで情報発信している

接待・招待

年賀状・あいさつ状などを出している

DMを発送している

視察や研修の受け入れ

取引金額に応じたリベートなどの提供

デパートやスーパーなどで実演販売

得意先まわり

物産展などを活用している

何もしていない

業者直販をしている法人の平均

全体平均

143.1

155.9

160.0

158.0

149.6

143.6

●業者の情報収集手段（雑誌・チラシ、ホームページ）に対応した効果的な販促
が必要
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219.4

219.0

207.7

201.3

184.3

175.6

132.8

148.9

159.7

155.9

0 50 100 150 200 250

物産展などを活用している

雑誌や情報誌などに会社や商品情報を掲載

チラシやパンフレットを配布している

DMを発送している

ホームページで情報発信している

年賀状・あいさつ状などを出している

農業体験・イベントを実施している

一般消費者の見学を受け入れている

デパートやスーパーなどで実演販売

何もしていない

消費者直販をしている法人の平均

全体平均

％

149.1

146.4

販促　②消費者向け
・・・物産展、雑誌・情報誌のパブリシティ、DMが売上に直結99

［消費者直販］販促タイプ別・伸長率（過去５年間）　 n=317Data

●消費者向けには、「物産展」(新規顧客獲得、広汎なPR）「DM」（既存顧客のリピート喚起）も
有効

※農業体験、見学受け入れ、実演販売などは、手間のかかる割には効果が少ないのではないか？
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売上高１億円と５億円が事業構造の分岐点売上高１億円と５億円が事業構造の分岐点1010

Data

3000万円未満 3000～
5000万円

5000～1億円 1～3億円 3～5億円 5億以上全体

売上規模別・人的生産性

2000年度：n=338
2004年度：n=490

●　農業法人の経営効率は、やや低下（５年間で1０%強低下)

●　事業構造の多様化による経営効率の低下か？

　　　・・・拡大する規模、多様な事業構造に追いつかない経営力？農産物価格の下落も大きい

1,348

342

726
858

1,577

3,372

1,243

452

603
838

1,459

1,878

3,120

1,805

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

万円／人

2000年度

2004年度
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●部門管理をしている…..…成長率１９１％

業績を左右する経営管理能力業績を左右する経営管理能力1111

計数管理方法と過去5年間の成長率 （N=363）Data経営管理状況と成長率（過去５年間）Data

・勘の資産配分・投資から計数管理へ

158％

140％

163％

186％

127％

100

120

140

160

180

200

年次毎 半期毎 四半期毎 月次毎 あまり
やっていない

全体平均=１５６%
▼

(%)

n=481 n=62

コンピュータを
活用していない

１６１％ １２６％

コンピュータを
活用している

n=176 n=173

全体管理
している

１９１％ １４９％

部門管理
している

n=112 n=38 n=19 n=188 n=6
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●売上１億円以上の法人でも半分以上が給与規則を設けていない。

給与規則給与規則1212

給与規則の有無（売上／グループ会社有無） N=620Data

22.2

38.8

41.0

42.0

50.0

72.1

39.0

57.1

55.3

50.7

50.0

43.1

25.0

53.9

35.3

9.7

5.9

8.3

8.0

6.9

2.9

7.1

7.5

68.1

0 20 40 60 80 100

３０００万円未満　

３０００～５０００万円未満

５０００万～１億円未満

１億円～３億円未満

３億円～５億円未満

５億円以上

グループ会社なし

グループ会社あり

給与規則あり 給与規則なし 無回答

％

n=72

n=85

n=144

n=176

n=58

n=68

n=436

n=133



社団法人　日本農業法人協会 P.23

あなたの役員報酬は多い?  少ない?

［売上規模別／生産物別］　経営者の年間報酬額：平均（万円／年）

1313

465

426
465

717
877

1,458

595
663

455
703

566
667

749
828

727

1,064
1,094

936

708

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600

３０００万円未満

３０００～５０００万円未満
５０００万～１億円未満

１億円～３億円未満
３億円～５億円未満

５億円以上

米麦・豆類
野　菜

果　樹
花卉・花木

工芸作物
きのこ類

肉牛（繁殖）
肉牛（肥育）
搾乳牛

養豚（母豚）
養豚（肥豚）
養鶏（搾卵鶏）

養鶏（ブロイラー）

n=72

n=85

n=144

n=176

n=58

n=68

n=202

n=165

n=72

n=61

n=20

n=28

n=164

n=23

n=43

n=37

n=45

n=49

n=9

Data

万円

465３０００万円未満

３０００～５０００万円未満
５０００万～１億円未満

１億円～３億円未満
３億円～５億円未満

５億円以上

米麦・豆類
野　菜

果　樹
花卉・花木

工芸作物
きのこ類

肉牛（繁殖）
肉牛（肥育）
搾乳牛

養豚（母豚）
養豚（肥豚）
養鶏（搾卵鶏）

養鶏（ブロイラー）

n=72

685全体平均 n=620
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情報の種類別・入手先　（n=620）

●情報入手先は多様化・・・・専門性の必要な課題の増大 ＝ 農業界として専門家の育成が課題
(取引業者、専門家･コンサルタント、取引銀行等の比率増)

●日本農業法人協会・・・・川下の「売り方や販売先」「生活者や食生活」に関する情報提供の必要がある
　（次ページ参照）。

情報の主体的な収集と活用（１）情報の主体的な収集と活用（１）1414

経理や税務

補助金

生活者や食生活

情報の種類 第１入手先 第２入手先 第３入手先

経営戦略の立案

雇用や労働

融 資

専門家･ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ (54.2)

行政 (54.8)

生活者（顧客） (35.5)

法人協会等の団体 (19.2）

法人協会等の団体 (24.7）

新聞 (34.4)

商工会・異業種交流等 (11.8)

普及センター (28.4)

生産や技術 普及センター (43.7) 取引業者 （29.4） 友人・知人 (27.9) 

テレビ (24.4)

法人協会等の団体 (33.9）

専門化･ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ (29.4）

ＪＡ （38.7)

専門家・ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ （23.9）

法人協会等の団体 (21.9)

法人協会等の団体 (15.8）

新聞 （20.5)

商工会・異業種交流等 (12.4)

取引銀行等 （39.4)

政策や制度 行政 51.5) 法人協会等の団体 (39.8） 新聞 （28.9）

世の中の動き 新聞 (67.4) テレビ (50.0) 雑誌 （42.3）

売り方や販売先 流通業者･市場関係者 (38.2) 取引業者 (19.2）友人・知人 (20.8)

Data
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●情報の満足度が低いのは、

①政策・制度　②補助金　 ③販売関連　④消費者・食生活

※日本農業法人協会としても、満足度の低い情報提供のための体制整備が必要　　

　

情報の主体的な収集と活用（２）情報の主体的な収集と活用（２）1414

入手できる情報についての満足度（「不満」と答えた人の割合）　n=490Data

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

20.8

12.6

22.9

34.7

24.7

24.7

29.1

29.0

38.6

20.5

経営戦略

経理・税務

雇用・労働

補助金

融資

生産・技術

売り方や販売先

消費者・食生活

政策・制度

世の中の動き

％
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ネットワークが成長の鍵ネットワークが成長の鍵1515

多角化段階別・希望提携先Data

生産

生産 販売

生産 販売 加工

生産 販売 観光

生産 販売 観光加工

n=160

n=197

n=122

n=26

n=36

・・・・（数字）は提携意向

27.5

33.0

43.4

50.0

58.3

23.8

33.0

41.0

38.5

38.9

13.8

19.3

19.7

15.4

27.8

15.6

32.5

41.8

57.7

61.1

32.0

38.5

42.3

50.0

21.3

0 50 100 150 200 250

地域農家 他の
農業法人

JA 農外企業 消費者

%

・・・・ ( 55.6％)

・・・・ (62.9％)

・・・・ (73.0％)

・・・・ (84.6％)

・・・・ (80.6％)

●　多角化の進展は、必然的にさまざまな提携が求められるようになる。

●　提携先の選択、効果的な提携を進めることが成長の鍵の一つになってくる。
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生産 販売 観光加工

生産 販売 加工

生産 販売

生産

直販・加工展開さらに強化

●「品質の向上」「コスト削減」「量の拡大」が３大目標

・２つの法人経営の方向性
①量・低コスト（生産＝単一事業）　②質・付加価値（加工＝多角化）

1616

今後の目標（全体・業種別）Data n=620

全体（％）

◎ 20％以上高い ○ 10％以上高い △ 10％以上低い × 20％以上低い（全体平均と比べて）

63.5
△

量の拡大

78.5

質の向上

19.0

△

41.5
◎

○

×

13.4
◎

◎

△

△

17.3
◎

◎

△

△

加工品質 加工ｺｽﾄ加工拡大

65.0

○

コスト削減

31 6
直販拡大

4 982

19.0
◎

◎

△

直販進出

6
加工進出

5

19.5
○

n=122

n=160

n=197

n=36

（3）
57.2

（１）
77.9

（5）
23.2

（11）
15.0

（4）
45.3

（12）
12.2

（10）
15.3

（2）
65.7

（5）
23.2

（前回調査の順位）
2000年度：全体（％）
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今後の施策

今後の施策の重要度（n=620）

1717

Data

87 .3

8 5 .0

8 4 .8

8 1 .1

8 0 .8

7 4 .5

3 .5

7 .3

4 .8

9 .8

1 0 .3

1 5 .3

0 2 0 4 0 6 0 8 0 1 0 0

技術ノウハウの取得

人材の確保

情報収集

販路の開拓

施設の充実

資金調達

非常に重要 あまり重要ではない

％

●ノウハウ、人材、情報、販路、施設、資金すべてが重要な施
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農業法人の経営課題（１～３位合計）　2004年度（n=353）・2000年度（n=620）

●農産物の「価格低下・輸入増」に加え、
　　　　　　　 「人員不足」「販路」「環境」が上位課題に

農業法人の経営課題（全体・５年前との比較）農業法人の経営課題（全体・５年前との比較）1818

Data

全体（％） 18.2 13.5 13.1 12.6 11.0 10.5 10.0 9.5 8.9 8.9

農
畜
産
物
の

価
格
低
下

機
械
・施
設

の
拡
充
更
新

商
品
開
発

環
境
保
全
型

生
産
方
式

後
継
者
不
足

農
畜
産
物
の
輸
入

増
加
・自
由
化

質
的
な

人
員
不
足

運
転
資
金
の

不
足

法
律
・制
度

の
改
正

販
路
不
足

2000年度 22.1 5.7 18.4 14.7 9.3 10.5 6.8 5.4 11.6 5.1

31 7654 982 9

21 10783 41612 17

順位

前回調査での順位

※　青字：前回調査より順位ダウン　赤字；前回調査より順位アップ
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農業法人の経営課題（１～３位合計）　2004年度（n=353）・2000年度（n=620）

農業法人の経営課題（多角化段階別）農業法人の経営課題（多角化段階別）1818

Data

1 2 3 4 5

1 4

1

3

農畜産物の
価格低下
（16.9）

質的な
人員不足
（15.0）

農畜産物の
輸入増加・自由化

（14.4）

家畜の疾病

（12.5）

地球環境への影響
に対する苦情

（10.6）

農畜産物の
価格低下
（24.4）

農畜産物の
輸入増加・自由化

（14.2）

運転資金の不足

（14.2）

質的な
人員不足
（11.2）

商品開発

（11.2）

質的な
人員不足
（16.4）

機械・施設の
拡充・更新
（14.8）

質的な
人員不足
（16.7）

資金借入に際して
の担保不足
（13.9）

販路不足

（13.9）

運転資金の不足

（14.8）

商品開発

（14.8）

農畜産物の
価格低下
（14.8）

運転資金の不足

（16.7）

農畜産物の
価格低下
（13.9）

2

2

1

生産 販売 観光加工

生産 販売 加工

生産 販売

生産

n=122

n=160

n=197

n=36

●　「生産、販売型」では、「価格の低下」「輸入の拡大」が最大課題だが、「加工、観光型」ではむしろ価格

　　下落を乗り越えるべく付加価値付けが課題であり、そのための「人材」「資金」が大きな課題


